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図書館司書でありながらテレ

ビっ子である私ですが、最近は

齢のせいか連続ドラマを全話見

るのが億劫で、映画を観る本数

もめっきり減ってきました。それ

でも図書館のカウンターに立つ

以上は、テレビや、新聞、インタ

ーネットで取り上げられる本をチ

ェックし、利用者のご質問にお答

えできるよう日々情報を収集して

おります。そんな私が最近感じる

ことがあります。それは漫画本の

ドラマ化が多くなってきたというこ

とです。個人的には漫画好きで

すが、橿原市立図書館にはあま

り漫画がありません。 
そこで今回は去年映像化され

た、または映像化が決定した原

作本を紹介します。原作が出版

されて間もなく映像化された作品

もありますが、なかには古い出

版のものもあります。「映像では

観たことあるけど、原作本はまだ

読んでない。」というものがあれ

ば、是非読んでみてください。た

だし、作品によっては原作を忠実

に映像化したものと、そうでない

と感じられるものがあります。悪

しからず。 
 
 
最近はテレビドラマもＤＶＤ化

されているものもありますので、

「映像も原作もどちらもまだ見て

ない」という作品は両方ご覧にな

ってください。順番はおまかせし

ます。 

原作を読む 

個人的には去年の 1 月頃にド

ラマ化された「壊れた脳生存する

知」（残念ながらＤＶＤ化はされて

いない。）は２００４年の出版で、

天声人語でもとりあげられ利用

者からも問い合せがあった本な

ので印象に残っています。タイト

ルからはカタい医学書のような印

象を受けるかもしれません。著者

は元医師で、難しい病名も多数

出てきます。橿原市立図書館な

ら２階の１３番棚に並びそうなタイ

トルですが、分類番号 916 の手

記です。２階の２３番棚にありま

す。 
 
 
「モヤモヤ病」という病気の名

前、聞き覚えありませんか？ そ

うです。去年大活躍の歌手の徳

永英明氏が２００１年ごろに発症

した病気です。著者の山田規畝

子さんは医大生の時にこの「モヤ

モヤ病」が発覚、その後脳出血に

脳梗塞を併発し、３４歳で脳に障

害を負ってしまいます。その状態

での日常生活の不便さを体験者

の主観でありながら、実に冷静で

客観的にわかりやすく描かれて

います。脳に障害といっても知覚

や運動などの麻痺はなく、思考、

記憶、学習、注意という人間の脳

に備わっている機能の障害なの

で、外見ではわかりません。しか

し、なにか行動しようとすると、以

前なら無意識にできたことでも、

困ってしまいます。例えば階段、

そこに横走する直線があることは

見えているが、登りなのか降りなの

かそれともただの模様なのかわか

りません。この本を読むと、人間の

脳は五感から得た情報を無意識の

うちに解析していることが良く理解

できます。２００７年２月には続編と

なる「それでも脳は学習する」が出

版されました。これも２階の２３番棚

にあります。 
 
 
本の映像化は大歓迎です。今ま

で読んだことのない本や、著者に

出合える絶好の機会です。しかし

出来れば映像化のタイトルは原作

に近いものを付けて欲しいもので

す。最近で困ったのは「武士の一

分」です。「武士の一分っていう本

ある？」と何度も問い合わせがあり

ました。原作タイトルはなんと「盲目

剣谺返し」です。もはや私には漢字

の読みすらわかりませんでした。読

めない人は漢和辞典を引きましょ

う。ちなみに「盲目剣谺返し」は短

篇で「隠し剣秋風抄」藤沢周平著に

収録されています。 （な） 
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No 

Image 

タイトル 

壊れた脳生存する知 

ぼくだけの☆アイドル 

私は貝になりたい 

輪違屋糸里 

八州廻り桑山十兵衛 

こんにちは、母さん 

鹿男あおをによし 

しゃばけ 

点と線 

ひとがた流し 

探偵ガリレオ 

ドラマ化された本 
 

映画化された本 
 

著者 

山田 規畝子 

新堂 冬樹 

加藤 哲太郎 

浅田 次郎 

佐藤 雅美 

永井 愛 

万城目 学 

畠中 恵 

松本 清張 

北村 薫 

東野 圭吾 

出版社  

講談社 

光文社 

春秋社 

文藝春秋 

文藝春秋 

白水社 

幻冬舎 

新潮社 

文藝春秋 

朝日新聞社 

文藝春秋 

著者 

絲山 秋子 

岡田 惠和 

奥田 英朗 

ジョゼフ･キャノン 

海道 尊 

雫井 脩介 

伊坂 幸太郎 

佐藤 多佳子 

市川 拓司 

青山 真治 

天童 荒太 

京極 夏彦 

  出版社 

中央公論新社 

幻冬舎 

角川書店 

早川書房 

宝島社 

双葉社 

東京創元社 

新潮社 

小学館 

新潮社 

筑摩書房 

講談社 

タイトル 

逃亡くそたわけ 

天国は待ってくれる 

サウスバウンド 

さらば、ベルリン 

チーム･バチスタの栄光 

犯人に告ぐ 

アヒルと鴨のコインローカー 

しゃべれどもしゃべれども 

そのときは彼によろしく 

サッド･ヴァケイション 

包帯クラブ 

魍魎の匣  

 
No 

Image 

 
No 

Image 
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さ
て
、
橿
原
市
新
賀
町
の
森
村
家
文
書
の
中
に
、
明
和
五
年
（
一
七
六
八
）
の
『
内
宮
お
ど
り
之 

時
分
ニ
哥
之
覚
帳
』
、
天
明
四
年
（
一
七
八
四
）
の
『
内
宮
お
と
り
天
神
宮
様
江
お
と
り
役
人
附
覚  

帳
』
な
ど
十
点
の
ナ
モ
デ
踊
り
関
係
文
書
が
み
え
る
。
い
ず
れ
も
七
月
・
八
月
の
作
成
で
あ
り
、
旱  

魃
が
背
景
に
あ
っ
た
こ
と
は
言
う
迄
も
な
い
。
こ
こ
に
天
神
宮
様
と
あ
る
の
は
、
耳
成
山
頂
上
に
鎮 

座
す
る
耳
成
山
口
神
社
を
指
す
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
が
、
「
内
宮
お
ど
り
」
と
い
う
名
称
は
他 

に
例
を
見
ず
、
こ
れ
が
直
に
ナ
モ
デ
踊
り
を
指
す
か
否
か
は
名
称
だ
け
で
は
判
断
で
き
な
い
。
し
か 

し
、
既
述
の
天
明
四
年
『
内
宮
お
と
り
天
神
宮
様
江
お
と
り
役
人
附
覚
帳
』
に
、
御
へ
い
、
か
く
持
、 

道
行
た
い
こ
、
頭
た
い
こ
、
早
馬
、
お
ん
と
う

（
音

頭

）

、
か
ね
、
か
い
（
法
螺
貝
）
、
中
お
と
り
、
け
い
こ

（
警
固
） 

等
の
役
割
分
担
が
記
録
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
役
割
分
担
と
既
述
の
『
高
取
藩
風
俗
問
状
答
』
に
記
さ 

れ
た
ナ
モ
デ
踊
り
の
芸
態
と
を
比
較
す
る
と
、
符
合
す
る
点
が
極
め
て
多
い
。
す
な
わ
ち
、
「
内
宮 

お
ど
り
」
は
ナ
モ
デ
踊
り
に
他
な
ら
な
い
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
因
に
、
欠
年
の
同
家
文
書
に 

「
天
神
山
雨
乞
願
満
シ
南
無
阿
弥
陀
踊
り
」
と
も
、
又
宝
暦
二
年
（
一
七
五
二
）
八
月
十
二
日
付
の 

文
書
に
「
耳
無
山
願
満
シ
踊
り
」
と
も
記
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
耳
成
山
周
辺
地
域
で
は
ナ
モ
デ
踊
り 

が
様
々
な
呼
称
を
も
っ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。 

こ
こ
で
、
同
家
所
蔵
に
か
か
る
ナ
モ
デ
踊
り
の
歌
本
の
一
部
を
紹
介
し
よ
う
。 

（
表
紙
） 

 
 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
    

小
ね
ん
ぶ
つ
哥 

は
せ
の
を
く
な
る
け
わ
い
坂
、
ま
つ
ニ
桜
ヲ
う
ゑ
ま
ぜ
て
、
ま
つ
に
さ
く
ら
が
ち
り
か
ゝ
る
、
を 

も
し
ろ
や
の 

同 

断 

 

南
を
は
る
か
に
な
か
む
れ
ハ
、
あ
の

（
ま
脱
）

か
く
山
う
ね
ひ
山
ミ
み
な
し
山
ハ
此
れ
ぞ
か
や
、
大
和
の
三 

つ
山
此
れ
め
い
し
ょ 

同 

断 

 

い
と
し
と
の
こ
の
さ
ら
す
布
、
一
つ
二
つ
な
に
と
か
た
ヲ
付
ぞ
や
、
梅
き
く
八
重
き
く
桜
花
、
て 

 

ん
ニ
む
ら
く
も
ほ
う
か
け
舟
、
わ
か
さ
の
お
ば
ゝ
ニ
ミ
ん
た
あ
ん
ぶ

（

弥

陀

仏

） 

同 

断 

 

西
を
は
る
か
ニ
な
か
む
れ
ハ
、
あ
わ
じ
山
か
か
す
み
ニ
ミ
ゑ
る
、
か
り
か
ね
鳥
か
と
び
ハ
た
る
、 

 

を
も
白
ろ
や
の
わ
か
さ
の
お
は
ゝ
ま
で
ミ
ん
た
あ
ん
ふ

（

弥

陀

仏

） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
以
下
省
略
） 

こ
の
よ
う
な
歌
本
は
大
和
の
各
地
に
残
っ
て
い
る
が
、
歌
詞
の
一
部
に
は
共
通
す
る
も
の
が
あ
る
も 

の
の
基
本
的
に
は
小
地
域
固
有
の
も
の
で
あ
る
。
右
に
紹
介
し
た
大
和
三
山
の
歌
詞
は
、
三
山
よ
り 

南
・
東
・
西
の
地
域
で
の
作
詞
と
は
考
え
難
い
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
全
て
に
共
通
す
る
歌
詞
は
、
念
仏 

が
は
い
っ
て
い
る
点
で
あ
り
、
時
宗
の
「
踊
り
念
仏
」
の
要
素
を
も
つ
こ
と
は
既
述
の
と
お
り
で
あ
る
。 

 

い
ず
れ
に
せ
よ
、
森
村
家
所
蔵
の
ナ
モ
デ
踊
り
関
係
文
書
は
、
当
地
域
の
民
俗
を
考
え
る
う
え
で 

貴
重
な
存
在
で
あ
る
。 

 

明
和
五
年 

 
 

 
 

 
 

            
 

新
賀
む
ら 

 

内
宮
お
ど
り
之
時
分
ニ
哥（

歌
）

之
覚
帳 

 

子
ノ
七
月
吉
日 

 
 

 
 

 
          

佐
右
衛
門 
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耳
成
山
天
神
宮
ナ
モ
デ
踊
り
関
係
文
書 

稲
作
を
根
幹
と
す
る
日
本
の
農
業
に
と
っ
て
最
も
重
要
な
こ
と
は
水
の
供
給
で
あ
る
。
就
中
、 

「
大
和
は
月
夜
で
も
焼
け
る
」
と
言
わ
れ
る
ぐ
ら
い
旱
魃
に
苦
し
ん
だ
土
地
柄
で
あ
る
。
雨
が
降
ら
ず 

川
の
水
も
池
水
も
涸
れ
は
て
て
し
ま
う
と
、
稲
作
は
大
き
な
打
撃
を
被
る
。
そ
う
な
る
と
、
人
々
は 

あ
ら
ゆ
る
祭
儀
・
呪
術
を
つ
く
し
て
神
仏
に
降
雨
を
祈
願
す
る
ほ
か
は
な
か
っ
た
。
『
高
取
藩
風
俗
問 

状
答
』
（
大
和
国
史
会
編
『
大
和
志
』
五
巻
一
号
～
四
号
所
収
、
昭
和
十
三
年
）
に
、
「
旱
続
き
候 

（
諌
）
得
者
産
土
神
に
夜

蔵
（
籠
？
）

い
た
し
大（

太
）

皷
を
敲
き
て
神
を
い
さ
め
雨
を
乞
候
、
又
龍
池
有
之
所
に 

て
祈
り
候
、
（
中
略
）
雨
を
乞
ひ
候
に
踊
を
い
た
し
神
い
さ
め
い
た
す
村
も
御
座
候
」
と
あ
る
よ
う
に 

旱
魃
時
に
は
太
皷
を
敲
き
踊
り
を
し
て
神
に
降
雨
を
祈
願
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
踊
り
を
「
イ
サ
ミ 

踊
り
」
と
い
っ
た
。 

こ
の
イ
サ
ミ
踊
り
に
対
し
、
雨
乞
の
結
果
慈
雨
に
恵
ま
れ
る
と
、
雨
乞
願
満
の
御
礼
に
奉
納
さ
れ 

た
の
が
「
ナ
モ
デ
踊
り
」
で
あ
る
。
同
じ
く
『
高
取
藩
風
俗
問
状
答
』
に
、
「
南
無
手

ナ

モ

デ

踊 

旱
の
年
雨
乞
の 

立
願
し
降
し
時
御
礼
に
踊
る
、
願

満

踊

グ
ワ
ン
マ
ン
ジ
オ
ド
リ

と
い
ふ
、
所
々
に
御
座
候
」
と
あ
る
。
そ
の
芸
態
に
つ
い 

て
は
、
「
高
取
城
下
の
式
は
行
列
又
場
所
に
て
も
警
固
に
天
狗
の
面
、
或
は
鬼
の
面
を
か
ふ
り
た
る
も 

の
棒
を
つ
き
群
集
の
人
を
拂
ふ
、
其
次
早
馬

ハ
ヤ
ウ
マ

と
申
お
と
り
子
小
太
皷
を
持
唐
子
衣
裳
花
笠
、
其
次 

中ナ
カ

踊
と
申
色
々
の
染
帷
子
花
笠 

し
て
を
持
村
も
有

花
を
持
村
も
有 

 

、
音
頭
取
は
華
笠
染
帷
子
に
て
し
て
を
持
所
々
に 

 

分
り
て
拍
子
を
と
る
、
頭
太
皷
は
唐
子
衣
裳
花
笠
、
踊
の
内
に
赤
熊
を
加
ふ
る
こ
と
も
あ
り
、
此
太 

皷
に
合
せ
て
踊
る
、
法
螺
貝
・
横
笛
・
叩
鐘
に
て
調
子
を
合
る
、
押
に
は
は
ら

（
腹

）
太
皷
と
て
後
に
御
幣
を 

負
ひ
は
ら

（
腹

）
に
太
皷
を
括
り
つ
け
帯
を
引
か
け
赤
熊
を
か
ふ
る
、
踊
は
壱
番
よ
り
五
番
ま
で
手
を
か
へ 

踊
り
候
」
と
記
録
さ
れ
、
「
三
輪
布
留
大
和
意
生

ヲ

フ

社
に
て
も
郷
中
よ
り
南
無
手
踊
有
之
、
大
概
は
相 

似
た
る
事
也
」
と
あ
る
よ
う
に
、
芸
態
に
つ
い
て
は
地
域
的
に
大
差
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
な
お
、 

ナ
モ
デ
踊
り
は
奈
良
市
大
柳
生
、
都
祁
村
吐
山
な
ど
で
現
在
に
伝
承
さ
れ
、
太
皷
踊
り
と
も
呼
ば 

れ
て
い
る
。
ま
た
『
な
も
て
踊
り
覚
書
』
（
『
改
訂
天
理
市
史
史
料
編
一
』
所
収
）
に
、
「
南
無
阿
弥
陀
仏 

踊 

旧
記
云
、
布
留
乃
な
も
て
を
と
り
の
事
、
そ
の
権
輿
し
れ
有
し
大
和
の
国
の
な
も
て
を
と
り
ハ
、 

此
布
留
郷
よ
り
事
を
こ
れ
り
、
南
無
阿
弥
陀
仏
踊
と
書
て
、
な
も
て
を
と
り
と
よ
め
り
、
或
ハ
雨
乞 

の
と
き
か
、
あ
る
と
き
ハ
神
に
い
の
り
の
と
き
、
願
を
た
て
ゝ
此
を
と
り
を
執
行
な
り
」
と
あ
り
、
ナ
モ 

デ
踊
り
と
い
う
名
称
が
南
無
阿
弥
陀
仏
踊
に
由
来
す
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
鎌
倉
時
代
の
『
一
遍 

聖
絵
』
に
、
時
宗
の
徒
が
鉦
鼓
を
敲
い
て
調
子
を
と
り
念
仏
を
唱
え
て
踊
る
光
景
が
描
か
れ
て
い
る 

が
、
ナ
モ
デ
踊
り
は
こ
の
時
宗
の
「
踊
り
念
仏
」
の
要
素
が
は
い
っ
て
い
る
と
す
る
多
く
の
研
究
者
の
興 

味
深
い
指
摘
が
あ
り
頷
け
る
見
解
と
い
え
よ
う
。 

以
上
の
よ
う
に
、
雨
乞
立
願
の
踊
り
で
あ
る
イ
サ
ミ
踊
り
と
雨
乞
願
満
の
踊
り
で
あ
る
ナ
モ
デ
踊 

り
は
そ
の
目
的
は
異
る
も
の
で
あ
る
が
、
既
述
の
『
な
も
て
踊
り
覚
書
』
に
あ
る
よ
う
に
雨
乞
の
と
き 

に
執
行
さ
れ
る
と
あ
る
こ
と
か
ら
名
称
も
イ
サ
ミ
踊
り
と
混
同
さ
れ
て
い
る
し
芸
能
の
内
容
は
両
者 

と
も
全
く
同
じ
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。 

郷
土
資
料 

歳
月
の
淘
汰
を
生
き
抜
い
て
受
け
継
が
れ
て
き
た
郷
土
資
料
。 

そ
れ
ら
を
丹
念
に
読
み
解
く
こ
と
で
、
現
代
に
繋
が
る
地
域
社
会 

の
姿
が
浮
か
び
上
が
っ
て
き
ま
す
。 
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図書館員の本棚 （１） 

「絵本の新世界」 

大和書房 

「山のむこうは青い海だった」 今江 祥智／作  長 新太／絵  理論社 
 
 
 
  しばらく前に「ALLWEYS～３丁目の夕日～」という映画が話題になりました。こ

の映画が話題を集め、興行的に大成功を収めたのは、ただ映画の内容が面白い

というだけではなく、さまざまな問題を抱えて疲弊した現代社会が豊かさと引き換え

に失ってしまったものへの思いが、人々をこの映画に駆り立てるのでしょうか。 
この物語の背景も、昭和３０年代ごろ、まだ戦争の影を残しながらも、高度成長

期に入っていく日本。主人公は中学１年の少年、物語の始まりは入学式の日、新し

い先生と友だちとの出会い、そして、中学最初の夏休み、書置きを残して一人列車

に乗ります・・。行き先は、幼いころには何度も行った記憶があるお母さんの故郷、

和歌山県の山間、紀ノ川沿いにある小さな町。懐かしい人たちとの再会、幼馴染と

その友だち、蛙釣りやきつね狩り、川遊び等々、大自然の中では都会の子どもも田

舎の子どもも同じ。町に１つしかない中学校での町をあげての夏祭り、浴衣、屋

台、お化け屋敷、花火大会、そしてちょっとコワいチンピラたちが引き起こす事件に

巻き込まれ・・‥。 
 小学校の高学年だったか、中学の初めのころかは忘れてしまいましたが、当時、

同じクラスの優等生の男の子がこの本を読んでいて、「さてはどんな本を読んでい

るのか」との好奇心で図書室から借りて読んだのが最初です。最初ですというのも

おかしいですが、その後書店で文庫本を見つけ、“愛蔵書”となっているものですか

ら。 
 最初に読んだときは、主人公を始め登場する多くの友だちが自分と等身大であ

り、読み進むうちにいつのまにか、自分も物語の１登場人物となっていきました。ま

た長新太さんの絵が面白い！そして、物語の最後を締めくくる詩がとても感動的な

のです。 
月並みですが、この本には、田園、野山、美しい川という日本の原風景があり、

何より友情や勇気、初恋、さまざまな体験をしながら大きく成長していく子どもたち

と優しく見守る大人たち、冒頭で触れた映画と同じく、人々が毎日を一生懸命に生

きていた時代が描かれています。 
時代が変わり、どんなに風景が変わっても決して変わらないもの、変わってはい

けないもの、それを私に気づかせてくれた本なのです。そして、読み返すたびに新

たな感動を与えてくれる本なのです。（に） 

 

 ブックリスト  今江 祥智の作品 

「海色の部屋」 

理論社 

「ポケットにいっぱい」 

理論社 

プロフィール 
 
今江 祥智   
いまえ  よしとも 
 
１９３２生まれ。児童文学作

家。「ぼんぼん」にて児童

文学者協会賞、「兄貴」に

て野間児童文芸賞、「でん

でんだいこいのち」にて小

学館児童出版文化賞。そ

の他著書多数 

 
No 

Image 
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お知らせ 
 
 
 
            

お手続きは、ビデオ・ＣＤ等の視聴覚資料と全く

同様です。                    
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「あなたはこの真実を知っていますか？ 戦

争･抑留･引揚」 日本広報センター  

「歴史街道」 歴史街道推進協議会 

「枝雀落語大全 第１～第４０集」 東芝ＥＭＩ 

「淡海と生きる 琵琶湖」 ＷＷＦジャパン 

「サンゴ礁とともに 石垣島･白保」 同上 

「里海と生きる 有明海・鹿島」 同上 

「日本のまつり 東海編 春夏秋冬」 地域伝

統芸能活用センター  

「日本のまつり 東北編 春夏秋冬」 同上 

「日本のまつり 九州・沖縄編 春夏秋冬」 

同上 

ＤＶＤの貸出を始めました 
 

１．特別整理期間に伴う休館と特別貸

出について            
蔵書点検作業を行うため、２月１５

日（金）より２月２９日（金）まで休館

させていただきます。    

なお、休館に伴う特別貸出を ２月

１日（金）から２月１４日（木）まで下

記のとおり行います。 

冊   数  ひとり１０冊 

貸出期間  ４週間 

（ただし、視聴覚資料については、

貸出数はそのままで、貸出期間

のみ４週間となります） 

 

その他のお知らせ 

「裁判員 選ばれ、そして見えてきたもの」 

最高裁判所 

「裁判員制度 もしもあなたが選ばれたら」 

法務省 

「日本の国際平和協力 東ティモール国際平

和協力業務の記録」 日本広報センター 

「にほんごであそぼ 万斎まんさい」 ＮＨＫソ

フトウェア 

 

 

その他 「新着視聴覚資料のご案内 ＶＯＬ．
１９３」をご覧ください。 

  

２．作品展示 木目込み作品展 
２月１日より３月末まで、２Ｆカウン

ター前展示コーナーにおいて、作家 

辻本香祥先生と香祥会員による「雛

人形展」をおこないます。 

３．おはなし会 
毎月土曜日午後３時より、１Ｆお

はなし室で下記のとおりおこなって

います。（事前申込み不要） 

「ちいさい子の日」            

おおむね３歳～６歳児が対象      

第１土曜日 「絵本の読み聞かせ」 

第２土曜日 「ストーリーテリング」 

 

「おおきい子の日」           

おおむね小学校低学年～中学年の

児童が対象               

第３土曜日 「絵本の読み聞かせ」 

第４土曜日 「ストーリーテリング」 

４．破損図書について              

    図書の破損等に気付かれた場合

は、返却時に図書館員までお知らせ

ください。専用の修理材料を用いて 
図書館で修理しますので、家庭用セ

ロハンテープ、のり等による各自での

修理はご遠慮頂きますようお願いし 
ます。 



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

      編 集 後 記 
 
 
  がんばれ 「キヲウエタオトコ」 

 
 

先日、車を運転していた時のこ 
とです。カーラジオでは競馬中継が 
始まり、出走予定の馬たちの名前 
が読みあげられ始めました。ユキノ 
サッシュ、マイネルコルベット 、スナ 
ークマイハート……、いかにも競走 

馬といった名前が続いてゆく中に、 
一頭、思わず耳を疑いたくなる馬名 
が呼ばれました。 
 キヲウエタオトコ……？ 空耳で 
は、と疑ったのもつかの間、アナウ 
ンサーは当然のようにそう繰り返し 
ます。競馬とは無縁な生活をしてい 
るので、そんな名を冠した競走馬が 
いることも初めて知った次第でした。 
 ジャン・ジオノ原作「木を植えた男」 
は、一時期図書館でも大変な人気 

だったのですが、近頃は新刊書の 
洪水におされてしまい、以前ほどの 
貸出数はありません。 
 ファンファーレが鳴り響き、直ぐに 
出走が始まりました。熱を帯びた中 
継が、キヲウエタオトコと連呼してい 
ます。こちらまで、ハンドルを握る手 
が思わず熱くなってしまいました。 
 結果は２着。「持久力はあるが派 
手さがない」とは解説者の弁。書架 
の片隅で読者を辛抱強く待っている 
地味な一冊と、ダートを疾走してゆ 
く後姿が重なりました。（い）         

 
 

（２）新しい試み 
図書館内や公共施設において読書活動の

推進を市民自らに担っていただく目的で、図

書館ボランテイアが発足しました。図書の修

理などを行う「修理班」と、子どもたちに読み

聞かせを行う「おはなし班」の２分野に分かれ

て、現在２９名の市民の方が登録、活動され

ています。 

橿原市立図書館では、乳幼児や若年利用者の皆さんに、これまでにも増して図書館と

図書に親しんでいただきたく、読書環境を整える取り組みを始めています 

読書活動推進の歩み 

（４）様々な催事を通じて 
 

様々なイベントをきっかけとして、新

しい利用者や来館者を開拓すること

で、より多くの方に図書館と読書活

動に関心を持っていただけるよう心

がけています。  

（３）橿原市子ども読書活動推進計画 
 

 
橿原市立図書館 

〒634-0075 

橿原市小房町１１－５ 

 

TEL: 

0744-29-2121 

 

FAX: 

0744-2１-1011 

 

ｈｔｔｐ： 

//www.ksh-lib.jp/ 
 

 

（１）児童書ｺｰﾅｰの充実 
「絵本ｺｰﾅｰ」「小さな絵本コーナー」を設置し

ました。履物を脱いでコルク床の上に上がり、

リラックスした雰囲気で絵本を楽しめる環境

を整えました。 

19 年度内策定を目標に、昨年 6 月に「橿原

市子ども読書活動推進計画策定委員会」が

設置されました。地域文庫等図書に携わっ

ている方にも参加いただき、専門家を招い

てのワーキング会議を重ね、議論を深めて

きました。                          

現在、パブリックコメントの募集を終えて、最

終案作成に向けて作業を進めています。 

表紙の写真 
橿原市立図書館では、毎週水曜日（１０：００～１２：００）に、乳幼児連れの利用者 
の皆さんに、絵本の読み聞かせサービスを行っています。詳しくは当日カウンターに

お申し込みください。 

 

県内の公立図書館が参加した

県立図書情報館で行われた読

書推進パネル展 


